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第３章 計画の概要

１ 秩父市の目指す地域福祉と基本理念

第 2 期秩父市地域福祉計画では、次の 3 つを「将来の地域像」として掲げ、その実現に向

け基本となる理念と目標を設定しました。

「安心して子どもを産み、みんなで子育てを支援する地域」、「すべての人が自身の能力を活

かし、自立して生活する地域」、「支え合いや助け合いの中で、みんなが安心して暮らす地域」。

そうした地域社会を示すこの「将来の地域像」は、「日本一しあわせなまち」につながってい

きます。従って、第 3 期秩父市地域福祉計画・地域福祉活動計画では、基本理念を以下のとお

りとします。

将来の地域像

●家庭・学校・地域・行政等の連携により、子どもが人権を尊重され健やかに育っていま

す。また、性別や年齢にかかわらず、多くの地域の人が子育てにかかわり、地域の見守

り、助け合いの中で安心して子どもを産み育てています。

●すべての人が生活・活動しやすい環境づくりが進められ、障がい者は地域で主体的に生

活し、社会参加するとともに多くの職場で働き、高齢者は豊かな経験や知識を活かし、

自立して生活しています。

●地域では、多くの住民参加による支え合いや助け合いの仕組みができ、子どもや障がい

者、高齢者が適切で多様なケアを受け、住み慣れた地域で安心して暮らしています。

第 3 期秩父市地域福祉計画・地域福祉活動計画

基本理念

いつまでも住み続けたい

日本一しあわせなまち ちちぶ
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２ 基本目標

基本理念のもとで具体的な施策を体系的に配置するために、基本目標を設定します。基本

目標は、基本理念を支える計画の柱となるものです。本計画では、事業の継続性を考慮し、

第 2 期秩父市地域福祉計画において設定された以下の基本目標を継承します。

市民一人ひとりに福祉についての理解を深めていただくことが、地域福祉の推進には欠か

せません。そのために、学校教育の場をはじめ、学校卒業後には生涯教育の一環として、福

祉を学ぶことのできる機会を提供します。

地域福祉は、地域の中で市民が共に支え合う「互助・共助」の取組みを核として展開され

る活動です。互助・共助の活動がしやすく、充実したものとなるよう、市民同士、市民と福

祉団体、福祉団体間などのつながりを強化します。

すべての市民の自立した生活を支えるため、福祉サービスの充実を図るとともに、サービ

スを提供する仕組みについても、市民が利用しやすい仕組み、安心して利用できる仕組みへ

と、その充実を図ります。

福祉に携わる人材や団体・事業者の育成を推進し、地域において、だれもが安心して生活

できる環境づくりを推進します。

基本目標１ 優しい心を育む福祉教育の推進

基本目標２ 地域を支えるネットワークづくりの推進

基本目標３ 自立を支え、自ら生きるための仕組みづくりの推進

基本目標４ 安心して生活できる環境づくりの推進
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３ 施策の体系

基本理念

優しい心を育む
福祉教育の推進

基 本 目 標 基 本 方 針 施策の展開

地域を支える
ネットワーク
づくりの推進

自立を支え、
自ら生きるための
仕組みづくりの

推進

安心して
生活できる

環境づくりの推進

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

日
本
一
し
あ
わ
せ
な
ま
ち

ち
ち
ぶ

1  福祉教育の推進

1  市民主体による
地域を支える
ネットワークづくり

2  地域福祉を支える
団体との連携

1  生活環境づくりの推進

(1) 福祉教育の推進
(2) 生涯学習の推進
(3) 地域交流の推進

(1) 地域住民によるネット
ワークづくり

(2) 福祉活動拠点の整備
(3) 住民自治組織の活性化
(4) 地域包括支援ネット

ワークの構築

(1) ボランティア・NPO   
法人の活動の支援

(2) 各種団体との連携・協力

(1) 総合的な相談体制の充実
(2) 福祉・保健・医療との

連携・情報提供
(3) 高齢者本人を主役とした

介護予防の推進
（地域支援事業の推進）

(1) 地域の子育て支援
(2) 地域の障がい者支援
(3) 地域の高齢者支援
(4) 地域の健康づくり支援
(5) 地域の生活困窮者支援
(6) 地域連携体制整備の推進

(1) 福祉サービス苦情解決の
推進

(2) 日常生活自立支援事業の
推進

(3) 成年後見制度の利用支援

(1) 生活環境の整備
(2) 人材・福祉事業者の育成

の推進

1  福祉サービスの
適切な利用の推進

3  福祉サービス利用者の
権利擁護の推進

2  福祉サービス施策の
推進
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3
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